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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

１．はじめに

　地球温暖化の進行に伴う気温の上昇等により、人類や生態系への深刻な影響が懸念されている。最近では、気候変動に関するIPCCの第４次評価報告書が公表され、人為起源の温室効果ガスの増加が温暖化の原因とほぼ断定された。

一方で国内の環境問題を見ると、閉鎖性水域で汚染の改善が進まず、自動車に起因する局地的な高濃度大気汚染等が依然として問題となっている。

　第３次環境基本計画で政府が示したように、大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済構造から早急に脱却して、循環型で持続的発展が可能な社会の形成が急務の課題である。

２．持続可能な社会実現のための課題

　我が国が直面している持続的発展が可能な社会実現への重要な３つの課題とその概要を以下に述べる。

　２－１）水環境保全に関する課題

　土壌汚染や地下水汚染を含めて水循環に関する課題を以下に列挙する。

・閉鎖性水域で富栄養化が進行し環境基準未達成地点が多い。アオコや赤潮の発生件数も増加している。

・硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素による地下水汚染が進行している。

・土壌汚染判明事例件数が増加している。有害化学物質の地下浸透事例も多い。

　２－２）大気環境保全に関する課題

　窒素酸化物や光化学オキシダントの環境基準値超過地点が依然として多いという課題以外にも次の問題点がある。

・光化学スモッグ発生件数が多く、最近の発生事例は近隣諸国からの影響も推察される。

・局地的にはヒートアイランド現象により都市部の気温上昇が問題となっている。

　２－３）地球環境保全に関する課題

　京都議定書で採択された、わが国の６％削減目標の約束期間が2008年からと目前に迫っている中で次の問題がある。

・産業部門でのCO2排出増加は抑えられてきたが民生部門や運輸部門でCO2排出の増加が顕著である。

・わが国の温室効果ガス排出量の約９割はエネルギー起源のCO2であり、省エネルギー対策を推進する必要性が高い。

３．水環境保全に関する課題解決の対策

　３－１）最重要課題である理由

　次に述べる理由で水環境保全対策が最重要と考える

・良質な水資源の確保は生命の維持に不可欠である。

・人間活動に密着した部分で負荷排出される。

・水環境の変化により水産資源減少など危機となる。

・大気環境変化や地球環境問題の酸性雨等が凝縮した水環境の変化に表れる。

　３－２）課題解決の方向性

　以下の点に着目して解決策を模索する。

・発生源対策の強化

・閉鎖性水域での富栄養化改善対策の実施

・土壌汚染防止のための技術開発

・非特定汚染源に関する調査研究

　３－３）課題解決への貢献

私は環境測定分野の技術者として次に述べる点で積極的に水環境保全に貢献したいと考える。

・発生源や公共用水域の監視強化

・閉鎖性水域での窒素、リンに係るモニタリング調査

・効果的な監視計画の立案と実施

・土壌汚染の未然防止のための調査

・公共用水域への汚濁負荷流入の解明

・ノンポイント汚染に関する調査とデータ収集

４．おわりに

　環境測定分野の技術者は、長期的な環境監視調査や緊急時の環境測定など社会的必要性が高い。上記の貢献をするにあたり、精度管理の保証された正確な測定データを提供する使命があると考える。

　社会的倫理と使命を再確認して、今後の技術研鑽と向上に努めたいと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

以下は問題文です
Ｈ１９年度技術士試験

　環境部門

　「環境一般」必須科目の論文

　H19／８／５　AM　10:00～12:30

「19」環境一般「Ⅱ」

＜問題文＞

　環境に係る国際的な動向や第３次環境基本計画の策定等を踏まえつつ、我が国において環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会を実現する上での重要な課題を３つ列挙し、その概要を述べよ。そのうち、技術士として最重要と考える１つの課題について、最重要と考える理由を述べ、その解決の方向性及び自らの貢献の可能性について論述せよ。

以下は感想です










＜AMの環境一般＞


10:00～12:30　


===========================================





＜試験本番＞


・まず問題用紙の空きスペースに骨子記入、答案を練る。


・ある程度、事前に考えて覚えていた骨子文面の簡単な記載。


・次に、間に配置する「つなぎ文章」を書く。


・全体のバランスと配分を考える。





以上で10:40までかかった。





・慣れてないのもあり答案完成は、ぎりぎり12:30までかかった。


・最後はアセッてしまい、覚えていた締まり文句も思い出せず。


・今回は、出題の想定外だった途中の「最重要課題の「理由」」で


　かなり悩んでしまう。





＜反省点＞


・試験終了後は、自分の知識不足で自己嫌悪に陥る。


・なお、この筆記再現答案は、気落ちした後に回復して


　３日目くらいに書き起こした答案事例です。


・若干、本番答案とは異なる部分があるかもしれません。


・細かいところでは、各ページの最下行にタイトル部分がこない


　ようにする等の見栄えも気にしました。


・章立ての番号の書き方など、事前にかなり研究しましたが


　本番ではアセって間違えたりした。だが結果的には合格だった


　ので、そこまで細かいところは気にしなくても良いのかもしれません。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上










